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(57)【要約】
【課題】本考案はお尻またはお尻周りの汗による汗ジミ
を防止する為の、ボクサーパンツ、トランクス、スパッ
ツを開発・提供するものである。
【解決手段】平面視略扇型を画くような形状を有し、肌
側からマーバス生地、吸水パイル生地、吸水布ディスメ
ル、防水シート、身生地の順に重ねてなる６枚の吸水シ
ートの、上記扇型のパッドの端縁を縫合等して一体化し
、６枚のシートを全体として平面視が扇形を形状とした
吸収パッドを、パンツ主体の後身頃中央部位の内部を覆
う位置に配し、吸水パッドの端縁全周がパンツ主体に縫
着されている。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
平面視略扇型を画くような形状を有し、肌側からマーバス生地、吸水パイル生地、吸水布
ディスメル、防水シート、身生地の順に重ねてなる６枚の吸水シートの、上記扇型のパッ
ドの端縁を縫合等して一体化し、６枚のシートを全体として平面視が扇形を形状とした吸
収パッドを、パンツ主体の後身頃中央部位の内部を覆う位置に配し、吸水パッドの端縁全
周がパンツ主体に縫着されていることを特徴とするケツ汗ジミ防止パッド付き一体型パン
ツ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、パンツ部分に給水パッドを設けた、パンツに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
女性の生理用ナプキン等の吸水性、保水性、逆流防止機能、装着する衣類との接着面をも
つ素材をパンツ（下着）の内側後の腰周りから、お尻の割れ目に沿ってＴの字の形状にカ
ットした、使用時にパンツの内側後に装着する汗取り使い捨てパッドなどが知られている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実登３１０５２５０号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
使い捨てパッドでは経済的負担も大きく、保管する際スペースも必要になる。さらにＴの
字の形状だけでは防げない汗がある。従ってパンツと吸水パッドを一体化することにより
、繰り返し着用が可能になり前述の欠点を解決しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本考案は平面視略扇型を画くような形状を有し、肌側からマーバス生地、吸水パイル生地
、吸水布ディスメル、防水シート、身生地の順に重ねてなる６枚の吸水シートの、上記扇
型のパッドの端縁を縫合等して一体化し、６枚のシートを全体として平面視が扇形を形状
とした吸収パッドを、パンツ主体の後身頃中央部位の内部を覆う位置に配し、吸水パッド
の端縁全周がパンツ主体に縫着されていることにより問題点を解決している。
【考案の効果】
【０００６】
上述の様に、本考案のケツ汗ジミ防止パッド付き一体型パンツは、パンツ主体に吸水パッ
ドを縫着されている為、お尻全体の汗ジミを防ぐことが可能になり、洗濯により何度も着
用が可能になり経済的負担やゴミを減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案のケツ汗ジミ防止パッド付き一体型パンツの正面図
【図２】本考案のケツ汗ジミ防止パッド付き一体型パンツの背面図
【図３】本考案のケツ汗ジミ防止パッド付き一体型パンツを内外反転した後身頃内部を示
す図
【図４】吸水パッドの断面図
【考案を実施するための形態】
【０００８】
図３の後ろ身頃内側に図２の給水パッドを装着する。
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【産業上の利用可能性】
【０００９】
これらのパンツの製造技術を確立することにより、この技術に基づいて、製造・販売する
ことにより、産業上の利用可能性を有する。
【符号の説明】
【００１０】
１　ケツ汗ジミ防止パッド付き一体型パンツ
２，３　前身頃
４　後身頃
５　吸水パッド
６　マーバス
７　吸水パイル
８　吸水布ディスメル
９　防水シート
１０　身生地

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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